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Extraction and Separation of Small Proteins from Rice Seed






























































L-7420を用い、検出は280 nmで行った。カラムは ODS系 Inertsil C18（5μm、0.5×250 























maxima）種子7）、ヘチマ（Luffa cylindrica）種子8）、白辛子（Brasica napus L.）種子9, 10）、カカ








　G. H. Naisbittらの抽出用緩衝液（0.1M リン酸緩衝液、0.05M エチレンジアミン四酢酸



































































































































































　G. H. Naisbittらの方法7）に従って、2×65 cmカラムに Sephedex G-50ゲル充填し、低温
条件でゲルろ過クロマトグラフィーを行なったが、使用する緩衝液に結晶が生じたので、
G. H. Naisbittらの懸濁用緩衝液をもとに緩衝液の検討を行い、懸濁用緩衝液の組成を0.5M 
塩化ナトリウム、0.1M リン酸緩衝液、5mM EDTA pH 7.4とした。
　各硫安画分のゲルろ過クロマトグラムで検出されたピークのうち、フラクション35～
40番をピーク Ia、60％以上の画分の40～60番を Ib、同じく60％以上の60～80番を Ic、30
～50％の40～70番を II、全ての濃度でピークの検出された90～130番を IIIとした。ピー
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35～40番をピーク Ia、40～90％画分の41～55番を Ib、90％画分の60～80番を Ic、30～
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